



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































受 動 形 に な れ な い 動 詞
- 344 -
（岡
山大
学大
学
院文
学研
究科
修了）
人
る
動
詞
は
受動
形
の
ような
可
能
の
意
味の
仰
せ
つ
かる
・
言
る
・
見
え
る
．
聞
こえ
る」
おそ
わ
る
・
助
かる
・
、。
そして、「授かる
・
がな
し
•う
て
る
•
つ
か
ま
、ぶさ
る
・預かる•
もて
る
ヽ寸かる・ゆだる・
カ
し・
ー
、
「
れる
・
ら
れ
る」
す
で
に受
け
身の
意
味
を持
つ動
詞
も
る」
な
ど
、
、。
す
る
こ
と
は
出
来
な
し
を
つけて、
受け身に
-、
人
や
事
物
に
動
作
・
作
用
が向
け
られ
、
受け身というの
は
そ
の
影
、
受
け
身形
は
で
Aが
B
に
団
を
特
ゃ
結
果が
及
ぶ
慈
味を
添
え
るもの
で
「A
が
B
に
団
を動
詞
j
に
と
い
う
形で
起
き、こ
と
を
表
す。
間
接
影
閤
の
場
合
喜
＋
れ
る・
ら
れる
j
より
直
接
ま
た
は
間
接の
彩押
を
受
ける
十
、
，
t』
こ
と
にそ
う
で
あ
る。
接
受け
身の
楊
合は
、
一般
的
、
う
惑じが出る。
ヽ
0
血皿
A
が何
ら
かの
意
味で
被
杏で
あ
ると
し
、11
生物名
詞は
起こりにく
し
に言って、
受け身形の主語に
は
j
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